
 

 
表表すす力力  書書    くく  読読    むむ  考える力 感じる力 想像する力話す・聞く 

 

一斉 

前時の復習と本時の目標の確認
 

○「自己の在り方」を出発点に「他者へ

の気付きと思い」を言葉（詩）で表現

する。 

個別 

○演習「自分を支えてくれている人」

を行い、他者との関係に気付く。 

一斉 

本時のまとめ・次時の予告 

○本時の学習をもとに、詩の創作をす

ることを予告する。 

個別→グループ→一斉 

詩の鑑賞
 

○ワークシートを活用して「心にひび

くメッセージ」を鑑賞する。 

（個別→グループ交流→全体交流） 
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 中学校 １年 国 語 力

育成したい国語科 ◇ 情緒の深まりを自分の言葉で的確に書く。 

◇ 優れた感じ方、感情として読み取ったことを自分の表現に生かす。  

単元名 本時の目標 ・｢詩」の読み取りを基に、「自らの在り方」を見つめ直す。（読む能力） 

  言葉の世界「心にひびくメッセージ」 

 

 

 詩を創作する前に、「詩」の鑑賞を基に自己の「在

り方」を見直す機会をもつことが大切です。その段階

を経ることで、表す力を育成することが可能になりま

す。また、詩を創作した後、その詩を交流すること

で、「他者への気付き」を深めていくことも大切で

す。 

 

 国語の授業と学級活動等での書くことを関連付

け、国語科以外の言語活動を充実させます。 

 

 創作を書写の発展的な活動に関連付け、活字や言

語への関心を高めます。 

ワワーーククシシーートト

書写 

・創作した詩を 
カードにする。

単元の流れ 

本時の流れ 
まとめ 導入 展開１ 

× 書く読む表す

他者への気付き自己への気付き 

第１時 
・「名づけられた葉」等の詩を基に、「自らの在り方」を見つめ直 
 す。（詩の主題を現在の自分にあてはめ、感想を書く。） 

葉 読 「自 在 方
 賞をし、詩を創作する。 
・「父へ」「母へ」などの詩の鑑 
第４時 

 を通して人とのつながりに気付く。 
・「心にひびくメッセージ」の鑑賞や演習 
第２時（本時） 

 て、学級活動と関連付ける。 
・各学級で「自己の在り方」にかかる文章を書き、朗読するなどし 

展開２ 

 

自分 
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 京都 太郎 くん 

「優しくしてくれてありがとう」

名 前 

言 葉 

演演  習習  

 
身近な題材の平易な文体で書か
れた詩をモデルにして、創作活動
への抵抗感をなくします。 

 

視 点 １

視 点  ２

演習を通し、気付きを高め
て、創作の材料を充実させま
す。 

国国語語力力育育成成のの視視点点  


